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生徒の主体的活動を高める教育実践と課題(1 ) 
一一障害走学習を通して一一

I.はじめに

体育教師として授業に携わっていると，何回か感動

的ともいえる場面に遭遇することがあるだろう。教師

は試行錯誤を繰り返しながら指導し，生徒は苦労して

練習を重ね，その結果「できなかった」ことが「でき

る」ようになったりする。生徒の感激はもちろんのこ

と，ともに苦労した教師も達成感や充実感を得ること

ができる。しかし，そうした感激も無条件に喜んでい

て良いのだろうか。極端に言えば rできる」ために

工夫したり「できない」のはなぜかを考えるのは教師

ばかりで生徒はその答えを享受するだけの授業，そし

て「できた」感激が当事者である生徒と教師の問の閉

ざされた世界にしか存在しない授業に陥っていないか，

検証してみる必要があるのではないだろうか。「どう

すればうまくなるのか」を探求し実証できた喜びは，

教師が独占するものではなく，むしろ生徒が仲間とと

もに学んでいく中でっかんでいくべきものだろう。生

徒の学習意欲が教材や人間関係の変化に大きく左右さ

れることのない，主体的に取り組める授業を考えると

き，生徒相互の「教え合い0学び.合い」の場を教師が

いかに構成し援助していくかが，鍵になっていると思

つ。
学習意欲の衰弱をもたらしたものとして，中森は以

下のように述べている。

rr自ら育とうとするもの』を学校教育，とりわけ

その中核をなす授業に即して考えてみると，それは，

『ほんとうはどうなのJ. rどうしてそうなの』と問わ

ずにいられない知的欲求や，自己を表現し他者に伝え
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たり，他者と共感しあいたいという表現への欲求や，

自ら高みをめざし，自己の可能性をひらきたいとする

欲求としてとらえることができるだろう。(中略)と

ころが，今日のわが国の学校教育は，盛り沢山な学習

指導要領にしばられ， しかも入試の重圧がそれに重

なって，つめこみと競争と序列づけを余儀なくされ，

学習から，学習者にとってもっとも本質的な探求の過

程がうばわれてしまっている。大田亮氏のことばを借

りれば rr問」と「答」との問』が余りにも短く，か

つ直線的にで，そのため，子どもたちは，教材化され

た知識や文化をじっくりとそしゃくし，味わい，消化

し，わがものへと同化し，血肉化することを困難にさ

れている。そこには，探求の楽しさや発見の喜ぴはな

く，学習は受動的になり，重苦となっている。子ども

たちの学習は，かろうじて，よい成績をとってほめら

れたり，友だちとの競争に勝つことや，よい学校の入

試に合格したり，よい就職ができるといった，いわゆ

る外的動機によって支えられていくことになり，ひと

たび，その競争に敗れればたちまち自信喪失に陥り，

学習意欲が失われてしまうということにもなる。 1)J 

特に体育では rできる」という結果だけにこだわり，

自分自身を「うまいJ rへた」のいずれかに分類し，

その位置づけは固定化されているかのように錯覚して

いる生徒が少なくないように感じられる。自分 rう

まいJ. rへた」をひとつの流れとしてとらえ，自分と

技能習熟度の異なる仲間とを観察・比較しその関連を

学びながら rうまくなるすじ道」の全体像へ結び付

けていくことが大切であろう。

さらに中森は，学校における学習を「文化遺産の継
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承と発展に創造的に参加すること Z)J と述べている。 m.研究方法

先人の残したスポーツ文化を受動的に受け取るだけで

なく，生徒自らが意欲・関心を持って教材の本質をよ (1)期間 1993年9月一10月 (13時間)

り深く探求する主体的活動への方向づけが求められて (2 )対象 広島大学附属福山中学校

いる。教師から生徒へ一方通行の知識流入ではなく 3年生女子63名

生徒自身が考え試すことのできる自由度を補償し，仲 (3 )教材 障害走

間との「教え合いφ 学ぴ合い」の中で技術認識を高め (4 )授業の手順

ていく授業を検討していかなければならないのだろう

と思う。そのためには，まず観察・比較の対象となる

身体運動そのものを自由に表現できる環境づくりが必

要である。恥ずかしさや恐怖心などの心理面での障害

を軽減する学習条件や，民主的集団形成に必要な基盤

づくりを整えた上で，生徒の学習意欲を高めてゆける

学習内容・方法を考えなければならないだろう。

H.研究目的

女子のハードル走の授業では，ハードルの高さ，痛

さに対する恐怖感や，すべての障害を越えて走りきる

ことへの不安感が，学習意欲を低下させる要因のひと

つとしてあげられる。これらの要因を軽減し，意欲を

もって取り組める学習条件を検討した。まず，中学女

子100mハードル走の競技ルールである76.2cmより低

い68cmの高さで，ウエイト調節機能のない3.8kgの軽

量簡易ハードルを使用することにした。このハードル

は足をひっかけても簡単に倒れるため，生徒の高さや

痛さに対する恐怖感を和らげるとともに 5台のハード

ルを越えて50m走りきることへの不安感を減少させ，

より積極的に学習に取り組めると考えた。さらに，ス

タートから第 1ハードルまで、を13mに固定し，生徒個

人の能力・技能に応じてインターパルを選択できるよ

うにした。

また r教え合い0 学び、合い」学習の中で，自己の

技術認識を高め rわかるJ rできる」を共感できる関

係を培い，生徒の主体的な活動を引き出すことをねら

いとして，学習ノートを利用したペア学習を試みた。

教師のアドバイスやVTR等を参考に，ペアで助言し

合いながら学習を進め，毎時間の課題設定，授業での

発見・気づき，反省・感想，パートナーからの助言内

容を学習ノートに記録させた。パートナーと協力して

課題解決を図りその過程を学習ノートに記録すること

で，生徒が自分自身の技能習熟度を明確にし，意欲的

に取り組める授業にしたいと考えた。

そこで本研究では，学習ノートや軽量簡易ハードル

活用の効果について確認し，新たな課題を明らかにす

ることを目的として，以下に述べる方法で授業を行っ

た。

l時 オリエンテーション

2-4 むだのないハードリングのポイントをつかむ

時 (! -2台のハードH使って)

スタートから第lハードルを確実にク1)7で3るようになる
5時 VTR撮影

6時 VTRからの課題発見，練習

7-11 フォームやリズムなどの工夫をしながら，最高スピードで走り3れるインター
時 パH見つける (5um'5台のハードルを使って)

計時'VTR短影(課題に応じて自由に利用する)

12時 総合練習

13時 記録会

第1時限のオリエンテーションで，まず教師の示範

をVTRによって観察・分析させた。 VTRは合理的

なフォームを 1例，初心者の典型的なフォームを 3例，

それぞれ正面からと真横からの 2通りの映像を編集し

たものである。ここでフォームの観察・分析のポイン

トをつかんでおき 2時間目以降の学習に生かせるよ

うにした。

第2-4時限は，教師主導の一斉指導の形態で，教

師が課題を与えて学習を進めた。ハードリングや，ス

タートから第 1ハードルまでのアプローチを中心に，

1-2台のハードルを使用して基礎練習を行いながら

ポイントを理解させるようにした。

第5時限は，スタートから第 1ハードルをクリアす

るところまでをひとりづっVTRに記録し，その観察

分析と各自の課題発見を第 6時限に行った。撮影は正

面からとハードルの真横からの 2方向から同時に行い，

後に個人の 2種類の映像を連続して観ることができる

よう編集した。オリエンテーションでのVTR同様，

2方向からの映像にしたのは，第 7時限以降の生徒主

体の課題学習を進めていく際に，いろいろな方向から

自他のフォームを観察させたかったからである。

第7-11時限は，各自の課題に応じて，現在持って

いる力で最も速く走りきるためのフォームやリズムな

どを自分なりに工夫しながら，最適のインターパルを

見つけさせた。個々の生徒が持つ分析材料をできるだ

け多くするために，以下のような学習方法をとった。

第 1に，学習活動の基本単位をペアとし，単元を通

じて固定されたペアで互いに観察分析や助言をさせな
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がら学習を進めた。第 2に，学習ノートを利用し，①

本時の課題②自分の気づき・発見③ペアのアドバイス

④授業全体の反省と感想の 4項目について毎時間記入

させ，教師はそれを点検し助言等を加えて生徒に返し'

た。さらにノートの内容から，悩んでいるペアやクラ

ス全体の謀題解決に関連する部分を抜粋し，授業のは

じめに生徒に提示した(写真1)。これによって，パー

トナーや教師以外の者からも間接的に助言を受けなが

ら，学習を進めてゆけるようにした。このことは，

「教え合い∞学ぴ合い」学習をペアの間だけでなくク

ラス全体にひろげてゆく意味も含んでいる。第 3に，

計時やVTRを利用する機会を自由に与え，記録の変

化やVTRから，各自の課題や仮説との関連を考えら

れるようにした。

( 5 )分析対象

①学習ノート

②50mハードル走のタイム

③50m走のタイム (4月実施のスポーツテストより)
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写真 1 提示資料の倒

W.結果と考察

学習ノートの記録内容から，時間経過に従って以下

の項目を設定し，集計整理をした上で考察を加えた。

(1)課題について

(2 )自分の気づき・発見について

(3 )ベアのアドバイスについて

(4)授業全体の反省と感想について

(5)VTRの利用と VTRによるフォーム分析に

ついて

(6) 50mハードル走のタイムについて

上記の(1)ー (4)の集計結果については，表 1

-4および図 1-4に示した。なお，図は表の総計の

上位7項目をそれぞれ抽出し，時間経過による変化を
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グラフ化したものである。学習ノートには，暑さ，疲

労，柔軟性や服装についての記述もあったが，今回の

学習のねらいとは異質の項目なので削除した。さらに，

総数が1・2件または少数の記述しかない項目につい

ても削除した。

図1 課題について

表 1 課題について

項目¥時間 1 1 2 3 1 4 5 1 6 7 1 8 9 110 11112 13計 出

スタート 111 111 21 2 81 1.5 

s-第1H 111 11 2 61 l.l 

踏み切り 21 5 51 4 21 3 211 4.0 

振り上げ脚 11 2 11 4 11 3 131 2.4 

空中ブオーム 2 111 15115 23115 61 87 16.4 

抜3脚 11 9 12114 11111 71 2 671 12.6 

着地 31 6 21 2 21 17 3.2 

インターパル 3122 101 5 61 4 501 9.4 

5台跳ぶ 4122 14115 81 8 121 9 92117.3 

スピード 281 7 11110 61 3 91 74 13.9 

リズム 41 6 21 7 31 1 お4.3

タイム 11 6 8115 19134 731 13.7 
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空中フォーム
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時間

図2 自分の気づき・発見について

表2 自分の気づき・発見について

項目¥時間 1 1 2 3 1 4 5 1 6 7 1 8 9 110 11112 131 ~t 百

意欲・課題 3 11 3 61 2 41 3 31 2 27 1 1.3 

恐怖・不安 21 4 41 1 21 11 2 171 0.8 

喜び・満足 11 5 41 1 21 2 151 0.7 

困難 1110 71 3 21 6 41 1 34 1 1.7 

スタート 35114 31 3 21 1 31 3 3111 101 88 4.3 

s-第1H 3143 加 10 71 3 31 7 71 7 81 8 51131 6.4 

踏み切り 11154 191 9 15133 9116 141 8 141 3 205 10.0 

振り上げ脚 441 6 24117 10121 11112 14110 121 7 41192 9.3 

空中フォーム 75 111 30131 45139 22128 36131 30126 251429 20.9 

抜き脚 291 1 10137 お 4124127 15118 151 9 81257 12.5 

着地 381 4 41 5 8119 111 6 8 111 121 8 51139 6.8 

インターパjレ 131 3 21 4 1126 25128 19119 201 6 121178 8.7 

5台跳ぷ 21 1 71 4 111 2 141 6 471 2.3 

スピード 47110 131 9 131 9 17112 11112 12116 121193 9.4 

リズム 51 1 11 2 11 4 31 5 61 7 10 1 7 521 2.5 

タイム 21 4 141 1 11120 521 2.5 

- 励まし

iー踏切

る 振り上げ脚

ト空中フォーム

.ー抜き足

;ーインターパル
スピード

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

時間

図3 ペアーのアドバイスについて

表3 ペアーのアドバイスについて

項目¥時間 1 1 2 3 1 4 5 1 6 7 1 8 9 110 11112 131 n 出
配布・不安 11111 11 11 2 81 0.7 

励まし 121 6 31 2 61 9 111 5 51 7 7114 871 7.6 

スタート 21 7 21 2 3 41 22 1.9 

s-第1H 21 1 111 21 1 81 0.7 

踏み切り 91 5 8113 81 4 81 8 41 5 41 1 771 6.7 

張り上げ脚 5116 15116 4115 16121 9115 111 4 147 12.8 

空中7オーム 4111 31122 28118 17131 幻お 35127 171293 25.4 

抜き脚 3126 201 5 20125 23116 141 7 51164 14.2 

着地 21 3 31 4 51 5 31 3 51 2 41 3 11 43 3.7 

インターパル 111 8 31 6 81 3 111 4 81 5 51 2 741 6.4 

5台挑ぷ 11 3 21 6 51 2 51 4 281 2.4 

スピード 1113 121 7 111 7 8114 13114 9119 91137 11.9 

リズム 11 2 31 6 61 1 31 3 41 4 351 3.0 

タイム 31 6 31 5 121 29 2.5 
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意欲・課題

一喜ぴ・満足・悔しさ
s-第 1日

ーー空中フォーム

ー抜き足

ースピード

タイム

2 3 -1 5 6 7 8 9 10 1I 12 13 
時間

図4 授業全体の反省と感想について

表4 授業全体の反省と感想について

項目¥時間 1 1 2 3 1 4 5 1 6 7 1 8 9 110 11112 13計 出

意欲・課題 18116 22123 24120 26115 22116 17113 お213.8 

恐怖・不安 91 3 41 5 11 7 41 1 61 1 31 5 491 2.9 

喜び・満足・憶 L~ 81 8 81 9 4112 12110 71 9 15132 134 8.0 

励まし 31 5 31 3 51 6 31 3 41 4 21 41 2.4 

スタート 5118 31 2 111 11 2 11 8 21 3 471 2.8 

s-第1H 20117 91 5 8110 61 7 6110 51 2 105 6.2 

踏み切り 9115 8112 61 9 91 7 71 81 1 911 5目4

張り上げ闘 31 5 61 3 31 8 31 5 11 6 111 451 2.71 

空中7オーム 14122 20123 23121 17125 18120 171 7 227 13.5 

抜3脚 111 211 H 13114 16114 6114 61 5 125 7.4 

着地 21 1 31 6 31 4 61 6 31 9 21 1 461 2.7 

インターパル 11 2 31 2 20113 17115 81 6 101 3 l∞ 5.9 
5台跳ぷ 2117 10116 12112 5116 91 99 5.9 

リズム 11 3 41 9 31 6 4110 61 8 31 57 3.4 

スピード 81 8 H 1 8 171 8 10 111 101 8 71 7 116 6.9 

タイム 111 111 6111 お 1327130 115 6.8 

VTR 2124 1J 1 3 51 3 11 3 1日 3.2 

(1)課題について

数名の生徒は小学校での経験があったが，大部分の

生徒はハードル走学習は初めてであった。 TV等で一

流選手のものを見たことはあっても，自分の運動感覚

のイメージとしては白紙に近く，障害を跳び越えなが

ら走るという運動自体が生徒にとって未知の体験で

あった。従って，最初から各自に課題設定をさせなが

ら学習を進めることは生徒の能力を越えている。そこ

で，単元の前半 6時間は，教師主導の授業形態をとり

ながら，ハードリング技術のポイントを生徒自身で発

見していく場をいくつか設定した。示範のVTR，パー

トナー，自分のフォーム観察を通して，何をどのよう

に比較・分析し課題を発見してゆけばよいのかを理解

させた上で，生徒主体の課題学習へと移行した。課題

学習では，フォームの工夫をしながら，各自の能力に

適し，なおかつ最も速く走りきることのできるイン

ターパルを模索することが中心となった。

表 1をみると，踏み切りから着地までのハードリン

グ技術に関する課題設定が205件と全体の38.6%を占

めている。その中でも特に多かったのが，上体の前傾

やバランスの維持について87件で16.4%，抜き脚に関

して67件で12.6%となっている。一瞬の動きの微妙な

コントロールが生徒にとってはかなり難しいことであ

り，タイムどりの直前まで課題として出てきているこ

とから，その克服に最後まで苦しんだことがうかがえ

る。ハードリング技術に次いで多くみられるのが 5

台のハードルを越え50mを走りきることについて92件

で17.3%，スピードを維持して走りきることについて

74件で13.9%となっている。これらは，生徒主体の課

題学習に移行した初期に多く，時間経過とともに減少

する傾向がある(図 1)。インターパルに関する課題も，

50件で9.4%と，数としては多くないが同様の傾向で

ある。これは決して，スピードを維持して複数のハー

ドルを越えることやインターパルの決定・走り方が軽

視されていったということではない。「自分の気づき・

発見」の項ではコンスタントに出てきているし，授業

中に生徒が教師に訴えてくる悩みにも多くあったこと

から考えると，生徒は学習を進めるにつれて，これら

の問題をハードリング技術と関連させてとらえ，

フォームの改善によって克服してゆこうとしたと思わ

れる。

佐藤によると，障害走がハードルという競技技術と

して開発されたのは1837年英国のイ一トンカレッジで

行われたのが最初であり，その後技術的欠陥が改善さ

れ，また新しい技術が開発されて， 1878年にインター

パルの歩数の定式化に工夫が凝らされ，だいたいの技

術的まとまりが定着した U とされている。ハードル
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走が競技技術として開発されてインターパルの歩数の

定式化が工夫されるまでに40年の年月が費やされてい

る。このように技術の文化的発達過程は合理的な運動

を形成する課題であった。従って，初心者が先人の直

面した問題に同じようにぶつかり，それを解決すると

いう過程をとるのが運動学習における一つの独自性と

もいえるであろう。佐藤も「教育の場(具体的には授

業の場)において，運動技術獲得のために歩む課題解

決過程が，実際には先人たちが克服した技術の創造開

発過程をたどることにもなるのである叫」と述べ，今

回の授業において初心者が設定した課題が技術の開発

史をそのまま表明するかのように同様の課題に直面し

ているように思う。確かにハードル走の技術は長年の

聞に進歩し，指導法も科学的になっているが，初心者

が陥る課題としてはやむを得ないことでもあろう。そ

れをいかに短期間でクリアし，ハードル走の完成され

た技術を獲得させるかが指導のポイントであろう。そ

ういった意味では，今回の授業では，スピードとイン

ターパルとタイムの関係について考えさせ，課題意識

をもたせることが不十分であったように思う。 5台の

ハードルを確実に越えることで満足せず，徐々にイン

ターパルを長くした，スピード感のあるハードル走に

チャレンジさせていくことも重要であろう。

授業全体としては，難しいハードリング技術にも興

味を持ち，毎時間自分の課題を具体的に設定して取り

組めたことは，大変意義があったと思う。自分の反省，

ノfートナーの助言や教師のアドバイスを生かし，授業

を自分自身で作り上げていくことで，自ずと積極的・

意欲的になっていったようである。

( 2 )自分の気づき・発見について

教師やパートナーの助言を参考にしながら，自分の

運動感覚，他者の観察， VT R，タイムを分析材料と

して気づきや発見を記入させた。やはり，課題として

多く設定されていただけに，ハードリングに関する内

容が圧倒的に多く，踏み切りから着地までの項目を合

わせると1222件で59.1%を占めている(表 2)。文章

表現としては「うまくいかない」と訴える内容が多い

反面，感じをつかんで見通しがついたという内容もま

た多く，いずれにしても，次時に向けて意欲の感じら

れるものがほとんどであった。この部分を具体的に書

くことで課題がより明確になり，次の授業での取り組

みも積極的になったように思う。

今回の授業の対象生徒は，別の教材でノート学習を

何回か経験しているが・ 2年生の頃と比較すると

ノートへの記入量も内容も充実しており，図 2にみら

れるように，単元が進むにつれて内容別件数の差が少

なくなって，多様化してきている。「手をしっかり振っ

てみたら，振り上げ脚の時の体のよじれが直った。」

「振り上げ脚のときに，体を前かがみにすることが，

抜き脚をしっかり上げて鋭く抜くことにも関係してい

ると思った。J rスピードがつくとインターパルが広く

ても跳べた。低く跳ぶためにもその方がよい。」等，

教師が授業で触れる以前に生徒自身がさまざまな発見

をしており，自他の運動を科学的に分析・総合するカ

が，かなり身につけられたといってもよいだろう。

この項目への記録から，特に全体への助言として使

えそうなものは抜き出し，授業のはじめに提示資料と

して利用した。パートナーだけでなく，他のペアの気

づき・発見にふれることで新たな課題解決の道を聞く

きっかけにしたかったのであるが，それがどの程度生

徒の役に立っていたのか，ノートの内容からは不明で

ある。しかし，自分の気づき・発見が全体の場で紹介

された生徒が自信を持ち，そのことが学習意欲の向上

に少なからず貢献していることは感じられた。

(3 )ペアのアドバイスについて

ノートの記録から見る限りにおいては，ペア同士の

アドバイスと励ましが非常に多くなされていることが

わかる。見学者も，積極的に授業に参加し，ノートへ

の記入もよくできていた。

アドバイスの内容は， (1)の課題， (2)の自分の

気づき・発見からもわかるように，デイップ，空中

フォームと抜き脚等のハードリングに視点が集中して

いるように見られる(図 3・表 3)。軽量簡易ハード

ルとはいえ，障害を越えるという課題が目の前に迫り，

こうしたハードリングにアドバイスが集中したのも当

然であろう。しかし，スピードに関するアドバイスも

137件で11.9%あり，パートナーの疾走やハードリン

グを見るとスピードの必要性も理解できているようで

ある。このように技能面でのアドバイスが具体的にで

きることで，自分の運動感覚ではわからない部分や分

析しきれないところを，ペア学習によって補うことが

可能になっている。お互いに試行錯誤を繰り返し協力

して課題を克服していくことは，時間を要するけれど

も，学習過程そのものに関心・意欲を持つ上で，重要

であろう。

私たちは， 1983年の選択制授業の導入以来，教師主

導型の授業から，生徒中心の授業をいかに展開すれば

よいかを実践してきた。教師主導型の授業では，教師

の権威主義に陥り易く学習集団の民主化が出来ず，真

の体育の学力は養えないと考えている。本校に入学し

てくる生徒の中には，入試の弊害をもろに受けていて，

必要以上に競争心や劣等感を持つ者も見られ，民主的
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な学習集団の形成が求められている。入学時から教科

指導以外の面も含めてさまざまな取り組みをし，やっ

と3年生ぐらいから私たちの目指す「教え合い0学び

合い」学習のできる学習集団が出来つつあると感じら

れるようになる。今回の授業において，非常に多くの

アドバイスや励ましがなされているということは，民

主的学習集団へ変容していると評価できるが，それは

本校における教育全般の成果ともいえるだろう。

最後の授業の反省・感想に次のようなものがあった。

「放課後の練習の時，おそくまで先生や友達に残って

もらったり，ノTートナーにいろいろは~fましてもらっ

て，人に親切にしてもらって本当にうれしかった授業

だ、った。」同じページのパートナーからの助言には，

「フォームも今までより悪かった点がわりとよくなっ

ていたので，私もうれしかった。」とある。このペア

について言えば，自分の「できた」ことだけでなく，

パートナーの「できた」ことについても素直に喜びを

感じていることがうかがえる。このような「できた」

喜びを共感できる関係が，さらに多くの生徒の中に広

がっていかなければならない。

(4 )授業全体の反省と感想について

毎時間終了後，下校までに個人ノートを記入させた

が，ほとんどの生徒が熱心に書き，多くの反省と感想、

が得られた。この項目に自分の気づき・発見について

記入する生徒もあり，項目の設け方にはさらに工夫が

必要であるが，抽象的な単語のみというような記述は

見られなかった。

技能面からの反省では，学習段階に沿った結果がで

ているように思う。図4・表4をみると，授業の前半

では，スタートやスタートから第 1ハードルまでの走

り方，歩幅，歩数，踏み切り足，踏み切りの位置等が

記録されており，中盤ではデイップ，抜き足，着地，

着地後の次の足とインターパルに集中している。後半

には 5台を跳ぴきることやタイムを上げることがそ

れぞれ記録されている。この傾向は，ハードル走の学

習経過として当然出てくるであろうと思われることで

あり，一斉指導の経過としても考えられることでもあ

る。

今回の授業では，軽量簡易ハードルを使用したため，

恐怖感や不安感を訴える内容は49件と非常に少なかっ

た。常に恐怖感をもって学習するという生徒が，少な

かったという点においては成功であったといえよう。

昨年までは，陸上競技用のハードルを使用していたの

で 3分の lの生徒は最後まで完走できず中途半端な

学習になっていたように思う。自信をもてば，陸上競

技用のハードルを使用する指導に変えることもでき・る

と考えている。本校は 6ヶ年一貫教育において高校生

にもハードル走学習を計画しており，そこでは陸上競

技用のハードルを使用したハードル走学習をさせたい

と考えている。

全体的に，技能面での具体的な反省ができている生

徒は課題設定が明確であり 一つの課題ができるごと

に喜びゃ満足感を実感している。体育学習の中で今ま

で「出来なかった」ことが「できる」ようになること

は大きな喜びであり，体育学習の楽しさの根源の一つ

でもある。中でも，課題とした技術に注意して走り，

その結果目標タイムが出せたときには大変満足してい

た生徒が多かった。一方，課題が満足に達成できず，

自分のイメージ通りの走りができなかったり，目標タ

イムが出せないで、悔しさを残した生徒もいた。しかし，

こうした生徒たちも，多くは前向きな気持ちで新たな

課題設定をし，悔しさをパネに意欲的に取り組もうと

していることが，ノートの記述からうかがえた。すべ

ての生徒がこのように意欲的になってくれる授業にな

ればと願っている。

(5) VTRの利用と VTRによるフォーム分析について

オリエンテーションでのVTR利用は，生徒に観察

分析のポイントを理解させる上で大変有効であった。

想像以上に身体各部の動きに目を配り，それぞれの部

位の動きの関連性まで分析する生徒もあり，ハードリ

ングのポイントについてはほぼ生徒の観察結果に網羅

されていた。従って，生徒主体の課題学習に移行しで

も，充分「教え合い∞学び合い」学習を成立させるこ

とができた。ただし，映像がスタートから第 lハード

ルのクリアのところまでであったため，ハードリング

フォームのイメージが強く残りすぎたのではないかと

思われる。インターパルとフォームの関連性や， 50m 

をいかにリズミカルに走りきるかを考える課題設定が

さほど多く見られなかったのも，このことに起因して

いると考えられる。第 6時限で分析した個人のフォー

ムも，同様の映像であり，一層ハードリング技術への

注目度が高まったのであろう。スタートからゴールま

でをおさめた映像も加えて，さらに多角的な視覚情報

を提供していく必要がある。

また，第 9-11時限には8ミリカメラ 2台を準備し，

生徒が自由に利用できるようにしていたが，実際に活

用する生徒は10数名程度であった。機器の操作に不慣

れであったのとカメラの数の不足，そしてパートナー

や教師の助言から課題解決を図ることに時間を費やす

生徒が多かったことなどが，その理由であろう。簡易

な方法で短時間により多くの生徒が利用できるよう，

配慮していかなければならない。
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(6) 50mハードル走タイム
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図5 50m走と50mH走の相関

表5 インターパルによるタイムの比較

インターパル 人数
50m走 50mハードル

タイム平均 走タイム平均

5.5m 7人 9.3秒 11.6秒

6.0 25 9.1 11.1 

6.5 19 8.8 10.4 

7.0 9 8.5 9.9 

表6 タイム差による助言・自己分析

50m走と50mハードル
人数

ペアへの助言と

走のタイム差の平均 自己分析数の平均

3.0秒以上 5人 25.6件

2.5-2.9 4 41.3 

2.0-2.4 17 47.2 

1.5-1.9 15 46.9 

1.0-1.4 15 52.0 

0.9以下 4 44.0 

50m走のタイムが速い生徒が，長いインターパル

を選ぶ傾向があり.50mハードル走のタイムも良く，

50m走と50mハードル走とのタイム差も，少ない(表

5)。また.50m走と50mハードル走のタイムには高

い相関がみられた(図 5)。つまり. 50m走の速い

生徒は長いインターパルでタイム差を少なく 50m

ハードル走ができており，ハードリング技術が高い

し.50m走の遅い生徒は短いインターパルでロスタ

イムも多くハードリング技術は低い。このような能

力差のある生徒会員がハードル走の楽しさに触れ，

お互いに協力して技能を獲得していくことの喜びを

味わえる授業を考えたわけであるが，これまで述べ

たように，生徒たちはその技能や体力に関係なく授

業に意欲的に取り組み，お互いにアドバイスをしな

がら，技能向上に向けて課題を達成しようと努力し

てきたように思う。

50m走と50mハードル走とのタイム差による，学

習ノートに書かれた，技能面に関する自己分析数と

パートナーに与えた助言数の総計のちがいを比較し

たのが，表6である。これによると 9割強の生徒

は技能面での自己分析や助言が40-50件にも及び，

ハードル走の技術認識が高まっているといえよう。

項目 (2)で述べたように，自己分析が具体的な形

でできていJ.i生徒は，課題を明確に認識し意欲的で

あるし，パートナーへの助言もていねいにできてい

る。学習の結果としてのタイムには差が生じている

が，大部分の生徒にとって未知の運動であったハー

ドル走の技術について生徒の知的欲求を満足させる

ことができたと思う。しかし，タイム差が3秒以上

の生徒は助言・自己分析数が極端に少なく，具体的

な記述ができていないが，学習意欲やパートナーと

の関係に特別問題があったとは考えられない。これ

らの生徒に対しては，教師の方からの課題提示や授

業中の助言を増やしていくことはもちろんのこと，

それぞれのパートナーへも助言方法の指導を行うな

ど，ペア単位でより綿密に援助をしていく必要が

あった。学習ノートを通じて，個々の生徒の課題に

応じたアドバイスをしていたつもりであったが全て

の生徒に適したアドパイスとはなりえなかった。こ

の5名以外にも，試技数がなかなか増えず単元の終

わりまで苦労した生徒がおり，教師の援助のあり方

を再考させられた。

v.まとめと今後の課題

軽量簡易ハードルを使用し，インターパルは各自

の能力・技能に応じて変えられるようにしたことは，
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生徒の恐怖感を軽減し，積極的に授業に参加させる

上で有効であった。

ノート学習については，生徒の技術分析能力の高

まりとともに，具体的かつ意欲的に分析・反省がで

きている。またパートナーの助言をも記録すること

で，その助言を次時には確実に意識して学習するこ

とができた。教師の助言も一人ひとりの生徒の課題

に応じてていねいにできた。しかし，授業時間内に

学習ノートの記入を終わらせることが困難であった

こと，記入内容かや項目聞で混在していたことから考

えると，ノートの項目設定はさらに検討を要すると

ころである。

ペア学習による「教え合い∞学び合い」学習は，

学習ノートの記録からみてもかなり充実した内容で

あったと思う。パートナーに対して，励ましだけで

はなく具体的な技能面での助言が多くできている。

タイムやフォームに不満を残す生徒はいるが，その

多くは，悔しさをばねにまたチャレンジしたいと考

えているし，パートナーの技能の向上を喜ぶペアも

でてきた。

自他のフォーム分析においてVTRを利用したが，

一瞬の動きをじっくりと繰り返し観察することがで

き，また課題を発見させることが容易になった。し

かし生徒自身が機器を操作し学習に生かしてゆく

には，短時間により多くの生徒が利用できる工夫が

必要であるし，教師が提示する VTRも，複数のハー

ドルを越える映像が必要であった。

以上のような結果は，主に生徒の学習ノートおよ

び教師の感想から得たものであるが，今回の授業全

体について生徒がどのように受けとめていたかをさ

らに具体的に知るためには，単元終了後の総括的な

生徒の意識調査をしておくべきであったと思う。
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